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！午前｀ 8.30

(1) アセトフェノーンの電解還元 mr（四株式合iilt ゜：：：木鈴二 津村 博 脳渡芳汲(10分）

スチロールの合成研究に於いて之が原料をアセトフェノーソに求めたるものなり．而して之の場合先づアセトフェノーンを退元して
メチルフェニルカルビノ ー ルとなし次に之を脱水せしめてスチロールとなすものなり．メチルフェニルカルピノールは普通アセトフェ
.lーンをナトリウムアマルガムにて還元して製するものなり．而るに演者等はアセトフェノ ー ソに霊解遠元を行ひて節訊にしかも純悴
なるメチルフェニルカルヒ':.l,-JLを製するを得たり．今之等の條件に就き述べんとす．

(2) スルファニリルグァニヂンの製造研究［石灰窒素誘導種に関する研究（第16報）］

昇琶昇繁紡霜 。大戸敬二郎 山之口良陸 杉野喜一郎（15分）

新スルフォソアミド糊として注目すべきスルファニリルグアニヂンの製造に就き研究せる所を述べる．

(3) 植物種子に及ぽす高周波電界の影響に就いて 京蔀帝印人:lt'ft的研究所 上田静男(20分）

植物稲子を一種の誘勾腔として，之に及ぼす高周波孟界の影醤の理論的考察を試みた．gりち水分を調節された種了·を高周波霊界に四
きたる場合，登芽後生育の良好な黙ほ其の負特性の固にあり，又之等種子(/)Relaxation timeの一定の範隈にあることが明となつた·
之に就いて詳細な説明をなさんとす．

(4) 芝浦式低周波誘導電氣墟に依る高銅分合金の熔解に就いて 東恕準電勾株式會社芝浦研究所 村 上透(15分）

低局波誘祁雷氣櫨によつて，熔解し得る金屈は従来は亜錯及び黄銅，赤銅に限られてゐた．銅分高き合金，例へば砲金等の如きもの
はその耐火物が侵蝕せられる隣係上，宜際には熔解不可能と考へられてゐた．然るに本報告者等は之に使用する耐火物及び櫨の構造を
一部変更せしめることに依つて本問題の解決し得る見込みを得たり．故に之に就いて報告する．

(5) ヱルー式電氣弧光墟の熱的考察に就いて 大同製綱株式會社

ヱルー式霊氣弧光櫨の熱計邸の基礎敷値を提供する為主として輻射熱の測定結果に就き述べる·
(1) 霊氣櫨内の輻射熱測定用の試作輻射計の原理
(2 ) 櫨壁用耐火煉瓦の1,200℃に到る輻射恒数の測定法並に測定結果
(3) 霊氣弧光櫨周隣の輻射熱絶酎値の測定法並に宜測結果

(6)製鋼用固橙代用燃料に就いて 大田製割株式合社 怖水定吉

特許に表ほれたる固閤代用燃料の得失を論じ併せて試作せる代用燃料の特性に就いて述べる．

涸水定吉（25 分）

°松井 術 (25 分）

ー（休 憩） ー一 自午前10.30

（7) クロム鍍金の硬度に就いて 大阪Ili立LX研究所 石田武男(15分）
小磁石にて厚さを測定しつl..夫々 一様に鍍金せらクロムの硬度を， ピッカース及びマルテソス硬度計により測定し，クロム鍍金の硬

度に及す温度，紺流密度の影密につき宜監せり．其の結果同一温度に於いては60Aldm�に於いて同 一雷流密度に於いては40~50℃
に於いて碩度最も大なるを認めたり．

(8) 放電による金属の表面虞理に就いて 東点Eヌ大m出は立珀 売朦幸男 (25 分）

逹詣なる條件を備へたる低氣閉中に於いては安定なる放電により雷極の溢度を高め氣閣の紺離を行ふ事が出米る．この場合に氾揮を
披腐理金局悛として放雷空間に氣梵慮理闊を充たす時は放霊による加熱妓果と氣埜活性化とにより速かに金局表而腐理が行9まれる筈で
ある．

本講演てけ斯の如き方法による表面麻理（滲炭，窒化窃）の概要を述べる．

(9) アルミニウム電解の機構 出盆菜沿森閣晶ぢ塁組山直人 °野岱 弘(30分）

理論及び虹緻よりアルミナ露解猥構を推定した．本機構によつてアルミナ園解現象がよく設叫されることを示す．

r (10) 硫酸法による純アルミナ製造に関する研究（第 11 報） 閉心嘉品加品 。Ji]•木好右徊門 古瀬浩正(15分）

硫法に依つて得た純アルミナはアルミニウム原料としてのみならず白色アランダム，ジンクーコルソド及ひ各種椙崩憐骸）製造原料
として極めて用要なものである·

而して該法の困難な批の1ほ硫酸熟の脱鐵法にある事もよくり．1lられた所である．従来アルミニウム硫酸甕の脱鐵法に闘しては，（1)
明辣として精製する 一派と，（2)硫酸アルミニウムとして精戦する 一派とがある前者の方法は明慾結晶ガ極めて結品し品＜ n ．つ溶解
度も小さい長所があるが，鐵明豹，加里明豹及びIソモニア[!JJ務等は全く同一結晶系を打し，相万に加1何なる割合に於いても同溶閤な
生成するので[Hill, Kaplan: J. Amm. Chem. Soc., EO (1938) 550]鐵との分離は理論」こ完全に行ひ得る．

後者は硫酸アルミニウム結晶と硫酸鐵結晶とはその結品系も全く災なり全く同溶悦を生成せぬので［）H•木：‘心氣化弔4（昭11)]理
論上相在は完全に分離せらるべき性奴を有するも，硫酸アルミニウムけ晶泥を生成し．Llつ溶解度の極めて大なる敏貼を有するものであ
る．従つてi両者の長所のみを装押出来得る方法は極めて咀ましい所である．依つて硫酸混在の許に叫徘と硫酸アルミニウムの混合結晶
を析Illせしむる方法を提案し興味ある結果を得た．即ち鐵分含有品はその何れを析出せしむるより祓少しlLつ晶泥生成を防止し得られ
その牧娩は略明葬と同じである．本報告に於いてけ之等の代瞼結果に就いて詳細に述べる．

(11) 熔融彊化マグネシウムの熱力學的性質（績報）九州帯図双肛學部 大木武人 °坂井 渡 奥野俊郎(15分）



第 2 會 場 —-- 自午前 8.30 

(12) 茫硝水溶液の電解（第 3 報） 九州帝囚人序立輝 °松浦徹郎 坂井 渡 奥野俊郎 (15 分）

(13) ニッケルの電解精錬に就いて 財園注人占河岬化研究所 °穴祁健次 山口徳治（15 分）
昭和 13 年に沼手せるアフリカ茫砒化ニッケル鐵の製錬＇法の研究ぱ先に一應の結果を侶げ， 同時に某祉に於いてエ架化せられ LI 下金

屈ニッケルを年産00噸生査しつ＼ある． 砒化ニッケル鍛より粗ニッケルの製出に就いては先月の日本鎖菜會大會に於いて公表せるが
絃には品位 96% 程度の粗ニッケルより純度 99.93% の雷氣ニッケルを得たる結果に就き大変を報告せんとす．

(14) アルカリを電解液とせる錆極の性質 財園怯店9田理化咽研究所 古川利夫 (20 分）
銅を雨極とし苛性カII里溶液中で露解する場合の分極の模様を， 2 , 3の液浪度に就いて極性を交互に菱へる事により，主として極面の

色及び極間園黙の褻化から推劣そした． 尚霊洸密度比較的大なる場合の陽極減抗を測つた．

(15) 金凰マンガンの電析に就いて（第 3 報） 京tt帝凩大班エ序妬エ菜化祖瑶 岡田辰-= 0二岩泰輔（15 分）
マソガンの硫酸甕水溶液の屯解に同仰雷極を用ひ溢度霊流密度硫マソガソ及び硫安の浪度等の各種條件に封する困流数：宇を調べ， そ

れを平板静府の陰極板の場合と比較した結果に就いて報告する．

(16) 「酸化鉛・炭・稀硫酸」よリ成るペ ー ストの組成とその鉛蓄電池陽極活物質としての容監

財園法人閃田理化吊研究所 知ク、他夫 (25 分）＇

活物質中に炭を混ぜる鉛裕電池極板の特性に就いては既に屈々報告した． それらの報告の宜験は極板に揖允前のペーストの粘さが常
に炭の混有趾零の場合の粘さになる如く調製して行つたものである． この報告の宜験では隕受化鉛·炭Jの一定混合割合に酎し稀硫酸
祉を相岱祁閲に褻へた場合の特性比較を各混合期合のものにつき行つたかくて前報告の宜諏にて認められた炭の抗の斐化に伴ふ稀硫
酸抗並に容凩：の笈化に現はるる特暴性及びそれが相互に聯闊する事宜の分析を試みる一手段とした．

(17) 空氣電池に閲する研究（第 2 報） 東京芝浦霞点虹讀匹玲研畑f °高梱樟斎 小川侃二 (20 分）
企氣紺池の滅極機作に於いては先づ大氣中の酸素分子が多孔質炭素陽極内へi廣散して行く過程を第一に考へねばならぬ． 此の見地か

ら理論的老察を進めて第 1 報［雷化 9 （昭 16) 209] に登表した． そこで本報告では空氣乾雷池を製作し之を作勁せしめた場合下記の
2, 3 の竹瞼を通じて放電時及ひ放霊を休止した場合に就き夫々酸索消毀及び牧滸回復の模様と陰極雨極紺位の変化の模様とを観測し
た． 此の結果から酸索掘散に到する前報の理論的考察を更に敷術椀討し本困池の特性を知るに毀した．

宜絵は次の 3 つの場合に分つて行つた．
(1) 賦活度を異にする炭素原料にて製作した困池の恒温定雷流放氾及び休止時特性
(2) 賦活度良好な試料につき恒溢各種負荷定電流放雷及び休止時特性
(3) 同上試料につき定霊流各種温度放盈及び休止時特性

ー一（休 憩） 一一 自午前］0.30

(18) 光電池の特性の2, 3に就いて 虹澤補霞幻拭釘tマツダ支,t即曲 高樅政利 (15 分）
脱＜照度測定に使用されて居るセレン牛忠腔を利用したセレソ光雷池の内部機構としての表面海膜金函の抵抗Rf並列抵抗R.., 整

洗作用a, 容蘭として考へられるC’ 0.)堀肝に就いて夫々〇，抵抗が光坦池出力に到してどんな鋤きをなすかを照度到光宙流を外部抵抗
を附加して求め， 容枇として老へらるGは外部‘心黙を加へて荷紺されることを測定し盤流作用に就いてはその整流比と感度の影習，
ホイートストソプリッヂでilll定した正方向抵抗と逆方向抵抗とに於いてその抵抗値の大なるものは出力特性が非常に似ることをぷし
た． 次に光源溢度に翌する光紺池の感度を求め全光‘心流と温度の夫々の差1を取れぽ直洵紺係を示し温度 100℃以上の温度の測定にも使
用することが出来る． 堀府の破屎匂黙も出した．

(19) 板状緻密過酸化鉛陽極の製造並に右腸極を用ふる過盪素酸曹逹の電解製造に就いて
胚ヵーパイドエ棠株式台iit O北原新六郎 大須買 喬 (15 分）

我々は先に緻密過酸化錯J)みより成る闘筒形‘心極の製造に成功ぜることヤ苔表した［園租誌（昭 15) 9 嫉］が今同はそれを縦に切断し
て板択r以極片を製造し得るに至つたので其·}）飩過に就いて述べる． 先づ従来屯箔甚臣としてはニッケル闘筒を用ひたが現今ニッケル人
手不可能なるを以•c之に代るべき基的として鐵闘筒に‘心茄する研究をした． 其の結果種々の困難はあつたが適岱な條件を選べ9:l:•ニッケ
ル上と同様の9心沼を得るに至つた．i団滋的には直座 14cm, 長さ 40cm, 厚さ 7mm のものを製作し得た． それを厚さ約 1mm のカ
ーボラソダム製切籾i砥石を月Jひて幅 5cm, 長さ 20 cm (7_)梢曲面を打する）tに切漸した． 次に左の切断せる雷極板を使月jして 1 つの
紺解用を考案し右俎解情を用ひ -c過摂索酸曹逹(/J軍解禎迭試験を行った結果糀素酸西逹の 99.3邸以ヒを氾沈能李 71％を以て過甕索
酸曹逹に焚化し得た． 其の際の過班素酸曹逹1妊岱りの所変紺力は約3.4キロソットアウアである．

(20) 硝子電極に就いての 2, 3 の考察 紅締鼠屈立内部エ文化祖娩岡田辰三 °西 朋太（15 分
3栂の硝fにて迅つた硝’lr·紺栢iに就きpH伯と起‘心力のI紺係な虹空竹‘心位差計と雷位差計を以て測定し， 其の性質の差異を述べ併

せて硝子氾極の造り方に就いて述べる．

(21) 電氣化學用水銀整流器の冷却方式に就いて 恥餞浦電句試會山瑾研究所 宵木佐太郎 (15 分）
紺紙化呵J紺源として水銀賂洸器を設備する時に， 第一に考慮せねばならぬ黙（む区）冷却水である． 之の所要砒は仙用の状態iーよっ

て1様でないが例へば 800V, 30,000A 程度の嬰‘迫謡iiこ於いて 100~400 噸1時の冷却水を必要とする． 従つて之の運轄に際し水虹
や， 蒋冷器， 洲水装四， 冷却装四の諸設備にぎサして考慮すべき麟を述べる．
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よ以認 ， 表面厖理等で労しく災6. 本講梱に於い•Cは各種各状態の岱跛に就いこ店際に腐蝕試験を行つた結果を述べ， 耐餅笠磯間を吟味

する．
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